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中国農村の伝統と変革（上）
ー一上海市奉賢県青村郷唐家村の調査事例ー一
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I. はじめに
1978年12月に開催された中国共産党第.1期三中全会以後，中国はこれまでの
路線を批判し，経済改革と対外開放を開始した。経済改革は農村において二十数‘
年間存続してきた人民公社制度を否定し，農業の生産責任制を導入することに
よって農村経済を大きく変貌させた。対外開放政策はこれまで「竹のカーテン」
で自国の経済・社会・文化を外国に閉ざしてきたことに対して，門戸を開き，外
国貿易を活性化させ，外国投資を歓迎するとともに人の交流をも盛んにした。こ
のような路線の転換はこれまでの社会主義経済システムに問題が多かったと
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して，これまでの路線を大胆にも完全に否定しさり，中国経済・社会・文化に内
在する諸問題を大きく取り上げるようになった。以上の改革と開放はわれわれ
外国人研究者にも大きな影響を与えることになった。すなわち，外国に居住す
るわれわれは容易に中国を訪問したり，中国経済の動態的情報を入手したりす
ることが困難であったが，路線の転換以後，不十分ながらも実態調査や資料の
入手が可能となり，中国の内実にかなり接近出来るようになった。その結果，
これまでの中国研究に対して大きな反省を促すことになった。日本における中
国研究者の多くは，戦前の中国研究が侵略戦争に加担したことや中国革命を予
測出来なかったことの反省として，戦後の中国研究において1949年の革命を高
く評価し，解放前の中国と解放後の中国を完全に切り離した。そして，解放後
の中国を認識しうる資料や情報の不足も一因して，解放後の中国経済・社会・
文化は確実に発展し，中国社会主義は前進していると高く評価して，中国の実
情から乖離し， そこに内在する問題に対して注意を怠ってきた。 これに対し
て，この路線の転換は日本の研究者自身に対しても大きな転換を迫った。
石田自身は，悠久の歴史を誇る中国の伝統村落が1つの革命によって大きく
変貌するということに対し，常に懐疑的であったが叫 しかしながら今度は逆
にこれほど簡単に過去を葬り去る現在の政策にも何か懐疑的にならざるを得な
い。そこで，中国社会主義の根幹である農村の社会経済構造を解放前から解放
後の社会主義改造を通じてトータルに理解する必要性を痛感し，その機会を伺
ってきた。
既述した対外開放政策はこれまでの「鎖国」政策と比較して，外国人研究者
に門戸を開き，外国人が農村を訪問して直接農民から聞き取り調査するを可能
にした。そこで， 1984年夏より石田は農村実態調査を開始した2)。 実態調査の
1)石田の中国研究に対する視点については，石田 浩「中国農村社会経済構造の研究」
（晃洋習房） 1986年を参照されたい。
2) これらの農村調査研究を「伝統と変革—中国農村調査の記録一~（関西大学出版
部）として整理し．出版する予定である。
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課題は出来るだけ解放前の農村研究と結びつけ，解放前の中国伝統村落が解放
後の社会主義改造の中でどのように変容したのか，あるいは変容していないの
かに焦点を当て，この解明に全力を投入してきた。このような調査研究は中国
社会主義の評価と大いにかかわる問題であり，石田は一貫してこの点を追究し
ている3)。 そして，これまでの研究成果から解放前に存在した伝統村落は解放
後の土地改革や農業集団化・人民公社化，あるいは文化大革命という社会主義
の変革過程を経過してきたにもかかわらず， 大きく変容していないと主張す
る4)。 というのは，解放前の自然村は解放後の土地改革や農業集団化において
も存続し，それが社会主義改造の 1つの単位として機能し，現在に到っている
からである。さらに言えば，社会主義改造を急ぐあまり旧い伝統村落やそこに
内在する社会関係を完全に解体することなく，、逆に利用することによって農業
の社会主義改造（社会主義的統合）を可能にしてきたという歴史が存在するからで
ある。しかし，石田のこれまでの調査研究では村落内の社会関係にまで詳細に
立ち入り，解放前の農村における同族的・地縁的結合が解放後の社会主義改造
の中でどこまで解体され， 変容させられたかという点までは十分に研究し得
ていない5)。
われわれ外国人研究者がこの点を深く追究し解明するためには，長期間中国
農村に滞在し，中国側の梢案や各種の資料を入手し，さらには詳細な農村実態
調査や全村民に及ぶ戸別アンケート調査を実施することが必要である。 しか
3) 石田浩「中国農村実態調査研究の可能性と限界性ー~調査研究の総括と今後の調査研
究に向けて一一」「中国研究月報』 1988年9月号を参照されたい。
4) 石田浩「中国農村の変容分析—解放前から現在に至る伝統村落の実像―-」「現代
中国」第61号， 1987年，同「中国農村における社会経済構造の変容ー一ー中国農村の伝
統と変革―」「中国研究」第10号， 1988年を参照されたい。
5)近年，中国南部農村においては他地域と比較にならぬほど伝統社会の復活は著しく，眼
を見張るものがある。例えば， 1987年と1988年の 2回にわたって調査した福建省晋江
県龍湖郷街口村と南薄村の施氏宗族は外国に居住する華僑からの資金援助で，再び同
族結合を強化し始めている。「中国における同族組織の展開とその実態ーー福i建省晋江
県の施氏宗族と地縁組織の関係」（共著）『アジア経済JI(第30巻第4号， 1989年に掲
載予定）を参照されたい、
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し，これまで中国側関係者よりこのような研究条件を与えられたことはなく，
許可される調査日数は短く，各種の制限もあり，農村での調査研究においては
常に限界性を感じざるを得なかった。最近に到って中国の対外開放政策も本格
化しはじめ，比較的長期間の調査も可能となり，調査においてかなり自由に行
動することが出来るようになった。とはいっても，梢案資料の利用や社会学的
方面の調査はまだ困難であり，石田は中国人研究者と共同研究することにより
この限界性を乗り越えようと努力してきた丸幸いにして上海社会科学院と共
同研究についての合意が成立し，漸くにして1988年8月 1日~21日までの日程
で上海社会科学院部門経済研究所農村経済研究室との共同研究を実施した。そ
して， 8月5日から16日までの12日間，上海市奉賢県青村郷唐家村での実態調
査を行った。今回の調査はまだ予備調査であり，それゆえ本稿は唐家村の歴史
的変化を中心に考察した概況報告に過ぎない。 1989年度の本調査においては上
記の問題意識に従って，全戸に及ぶ詳細なアンケート調査により，村民の社会
関係を考察する予定である”。
n. 調査村の社会経済概況
奉賢県は第 1図に見られるように上海市郊外県10県の 1つで，上海の真南に
位置する。奉賢県の県政府所在地は南橋鎮にあり，上海市内からバスで約 1時
6) 石田浩，前掲「中国農村実態調査研究の可能性と限界性――—調査研究の総括と今後の
調査研究に向けて一＿廿を参照されたい。
7)本研究は文部省科学研究費国際学術研究（共同研究）の補助を受けており， 2カ年計画
で実施する予定である。初年度は予備調査として 3班に分かれ，上海近郊の3カ村を
調査した。奉賢県宵村郷唐家村はその 1つであり，廂家村の実態調査は上海社会科学院
部門経済研究所農村経済研究室副主任の莫建備氏と筆者達の計 3名により実施した。
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ところで，本調査研究において上海社会科学院のみならず，奉賢県人民政府，青村
郷人民政府，唐家村民委員会に大変お世話になった。一々お名前を列挙してお礼を申
し上げるべきであろうが，あまりにも多数であるため代表機関名だけに留めて，ここ
に感謝の意を表したい。
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「上海市行政区画図」より作成。
注）こコは調査村。
69 
關西大學『經濟論集』第38巻第5号（1989年1月）588
高郷陸橋村頭＃
I 呉 ?????』 家
毒郷路II
ﾛ村村
ミQ～～～泥堵頭 ??（
??Q>
塘
ﾐ葦≦雪ラ??
勺
高宅
声
???
? ??????
匂村婿家塘
ーー一｜ ロ
?? ??
???
????
7宝臺壼
??
???
李
凸自然村
一公路、村道
－－－－1,二ヶ々－J,●おﾄﾗｸﾀｰが通 塘外郷衛季村れる農道
第2図唐家村の概況図
出所）村より提供された1/2000の地図より筆写。
70
－ 口省一一
中国農村の伝統と変革（上）（石田・ 万） 589 
間余を要した。青村郷は奉賢県の中央部に位置し，上海から54キロ南，南橋鎮
の東13キロのところにあり，交通の便は比較的よい。東は奉城鎮，東南は塘外
郷，西は斉賢郷と光明郷，南は銭行郷，北は泰日郷，東北は頭橋郷に接してい
る8)。
青村郷は14カ村， 186村民小組， 1良種センター， 5副業センター， 1街道
居民委員会， 20余の県郷企・事業単位（そのうち郷営企業は16)で構成されてい
る。面積は東西6.1キロ，南北5.52キロの33.66平方キロ， 4万8,640畝である。
この地方一帯は水路が縦横に発達しており，面積のうち水面が5,833畝(16.9%)
を占める。耕地面積は 2万5,000畝，戸数・人口は 8,500戸の 2万6,000人であ
る。そのうち農家は7,500余戸の 2万3,000人で，都市籍住民は985戸の2,700人
である。青村郷の産業は，農業では食糧．棉花・瓜類・食用油を生産し，副業
では豚・家禽・魚・ 茸類・果物を，工業では石棉・農業機械・化学肥料等を生
産している。
唐家村は青村郷の 1村で，第2図に見られるように東は奉城郷に，西は青村
郷北港村と青村鎮に，南は青村郷李客村と塘外郷に，北は青村郷の呉家村と桃
園場に接する。唐家郷は青村鎮に近く比較的豊かな村である。唐家村は 14村
民小組からなり，農家戸数は 666戸，人口が1,803人， 労働力は 1,147人で
ある。労働力構成は農業に 194人(16.9%), 漁業に 8人 (0.7%), 郷鎮企業に
945人(82.4%)と，その多くの労働力は郷鎮企業に就業しており，農村経済に占
める郷鎮企業の比重の大きさが理解出来る。郷鎮企業労働力の内訳は，郷営企
業に432人 (45.7%), 村営企業に478人(50.6%),個人企業に35人(3.7%)と，集
団企業がかなり発展しており，個人企業の発展は遅れている。
8)断りのない限り，本稿の資料は聞き取り調査によって得られた資料と，県政府・郷政
府・村民委員会によって提供された資料，それに上海市奉賢県青村郷「青村志」編写
組「青村志」 1983年と， 上海市奉賢県県志修編委員会編「奉賢県志」 1987年に基づ
く。
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耕地面積は1,795畝であるが，これは県政府に報告した登記上の数値であり，
実際は1983年の生産責任制実施に当たり計測した数値1,999畝が正確な統計数
値である9)。これは責任田1,865畝と自留地133.73畝の合計である 10)。とすると
唐家村の I戸当たり・ 1人当たり平均耕地所有面積は 3畝・ 1.11畝となり，後述
する土地改革時の平均土地所有面積11.12畝・ 2.66畝に比較して大幅に減少し
ている。また，耕地面積に関する村の統計と上級機関の統計が異なっていたが，
そのことは当然に栽培面積も異にし，ここでは村民委員会より得た資料を利用
する。この資料を整理したのが第 1表である。これによれば，夏季収穫作物とし
て大麦419畝（そのうち159.5畝は休耕）， 油菜558畝（その後作に棉花212畝，水稲346畝
を栽培），緑肥963畝（その後作に棉花354畝，水稲609畝を栽培）の計 1,780.5畝を栽培
し，秋季収穫作物として緑肥の後作としての早稲829畝，単季稲591畝，西瓜319
9)奉賢県梢案局によれば，本地域は国民政府統治下の1937年3月に江蘇省奉賢県地政局
により土地測量が実施された。それ以降，解放後の土地改革時にも土地測量は実施さ
れておらず，解放後の土地面積は解放前の田賦徴収のために保正が持っていた土地台
帳と地主や農民が所有していた土地契約書に基づいている。例えば，土地改革時にお
いては， 11日畝（習慣畝）は0.8868市畝に換算し，土地を分配した。解放後に初めて
土地測砒が実施されるのは1962年に自留地を分配した時で，次には1983年の大包干制
実施の時である。これらの測量は農民に土地を分配する時であり，そのためには土地
を正確に把握する必要があったからである。しかし，これらの測嚢の結果は上級には
報告されておらず，上級に対しては旧来の統計数値をそのまま利用している。
10) 「青村公社基本情況表」によれば，1986年の唐家村の耕地面積は集団の責任田が1,574
畝，自留地が114畝の計1,688畝とあり，郷政府に報告している数値はかなり低い。な
ぜこのよ・うに上級に報告する数値が低いかと言えば， 1953年に開始された統購統錆に
基づき国家により農産物の強制的買い上げノルマがあったり，農業税や各種の税金と
関係するからである。本村では解放後にクリークを埋め立て耕地を増加させているが，
この土地も「黒田」（隠し田）とし，上級には報告していない。このようなことは農民
にとっては当然すぎることであり，最近の郷鎮企業の発展は農村経済を潤しているこ
とは周知のことであるが，郷鎮企業の多くはその利潤を誤魔化し脱税している。例え
ば， 1985年3月に調査した河南省鄭州市郊外の下披楊村の支部書記は脱税をして，支
部書記を辞めさせられている。「下披楊暖気廠倫漏税ー百多方元」「農民日報」 1987年
4月22日。
73 
592 関西大學『純洞論集」第38巻第5号 (1989年12月）
第 3図 唐家村の自然村と耕地・クリーク
/I', 所）村より提供された1/2000の地図 1枚を撮影。
注）地名は集落を形成する自然村名。実線のご□二）はクリーク。こここ）は埋立てて耕
地化した元のクリ，ーク。耕地上に数値が入っているが，これは海抜であり，埋め
立てた耕地は約 3Ilで一般の耕地より低いことがわかる。!,',(線の・---―-は暗染の位
置である。
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第2表唐家村の自然村構成と姓氏構成
693 
自然村名 1村民小組1農家戸数I;番喜I参咤門且I豆咤りはI 注
蒋家塘 14 41 蒋 14 顧 9 呉 2 
顧家塘 1 55 顧 25 黄 3 郡 3 
愈家塘 2 41 愈 19 呉 11 金 2 
凋家塘 11 48 凋 24 愈 2 陳 2 猪姓6戸は3組に編入された。
翁家塘 4 28 翁 8 猪 6 凋 4 
楊家塘 4 8 楊 8 
王家塘 4 24 王 7 羽心 4 凋 2 
猪家塘 3 75 猪 48 顧 6 愈 3 凋家塘の猪姓6戸を含む。
唐家塘 5 46 唐 43 呉 3 9戸は6組に編入された。
徐家塘 16 2} 109 徐 80 呉 26
唐家塘の9戸を含む。
泥塘頭の6戸を含む。
高 宅 7 47 諏 15 陳 9 呉 7 
朱家宅 10 28 朱 9 曹 8 陳 5 
泥埴頭｝
北徐家塘
8 50 呉 8 徐 7 金 6 
荘家塘 13 26 荘 22 徐 2 諏 2 
瘤家橋 ， 40 李 20 蒲 9 凋 5 
出所）村会計の提供した資料に基づく。
注）第1表の村民小組の戸数と自然村の戸数は必ならずしも一致しない。これは（注）
に書いてあるようにわずかの戸数が移動しているからである。
畝，后季稲苗代田201畝の計1,940畝，晩熟作物として后季稲1,423畝，油菜苗田
60畝の計 1,483畝となっており，これ以外に養魚池としての漁塘が59畝ある。
ところが，郷政府から唐家村への割り当て生産量統計である「青村郷1988年農
作物産量按排表」によれば，食糧田面積は 1,267畝で，その内訳は食糧作物と
して大麦413畝，小麦96畝，早稲608畝，后季稲1,038畝，単季稲413畝，経済作
物として棉花172畝，油菜 448畝，西瓜253畝，漁塘59畝とある。この統計と村
との統計は年度が異fより，まだ計画指標であるが，かなり食い違っている。
農業生産は水稲と大麦を中心としており， 1987年の水稲生産量は950トン，
1畝当たり生産量は392.6キログラムで，食糧総生産量は1,060.8トンとなり，
1畝当たり生産量は758.1キログラムである。 1988年度の国家への定購任務は
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10.5万斤(52.5トン，全生産最の4.9形）である。
農村経済を見ると， 1987年度のエ農業総生産額は521.22万元あり，そのうち
農業生産額は84.73万元 (16.351る），牧畜業は19.04万元 (3.196), 副業は 1.65万
元，漁業 1万元 (0.251る），郷鎮企業414.80万元(79.6%)であり，ここでも農村経
済に占める郷鎮企業の存在の大きさが窺える。
唐家村は，蒋家塘．顧家塘．裔家塘.~ 馬家塘．翁家塘．楊家塘・王家塘・猪
家塘・唐家塘．徐家塘・高宅・朱家宅・北徐家塘．泥埴頭・荘家塘・蒲家塘の
16の自然村で構成されており，これらの自然村は集村を形成して，第2図と第
3図のように耕地上に散在している。最大の自然村は徐家塘で， その戸数は
109戸あり，最小は楊家塘で，僅か8戸しかない。自然村と村民小組（生産隊）の
関係は第2表に見られるように，自然村を基礎にして村民小組が形成されてい
る。すなわち， 蒋家塘は第14村民小組に， 顧家塘は第 1小組， 愈家塘は第2
小組，溺家塘は第11小組， 規模の小さい翁家塘と楊家塘・王家塘とで第4小
組，堵家塘は第 3小組，唐家塘は第 5小組，規模の大きい徐家塘はクリークを
挟んで東西に別れ，東徐家塘が第 6小組，西徐家塘は第12小組，高宅は第 7小
組，朱家宅は第10小組，北徐家塘と泥埴頭とで第 8小組，荘塘家は第13小組，
爾家橋は第 9小組となっている。また，これらの自然村名には姓が冠せられて
おり，第 2表にみられるように自然村名と同じ姓が比較的多く，その他に少数
の姓が混住している。
以上が本調査村の社会経済概況である11)0 
][_解放前の社会経済構造
1. 自然村の行政的組み換え
現・唐家村は，既述したように蒋家塘．顧家塘．禽家塘.I. 馬家塘．翁家塘．
11)唐家村の社会経済状況についてはかなり膨大な資料を入手しており，特定の節で詳細
に取り扱う予定である。
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楊家塘・王家塘・猪家塘・ 唐家塘．徐家塘・高宅・朱家宅・北徐家塘．泥埴頭
・荘家頭・蕪家橋の16の自然村で構成されている。これら16の自然村が解放前
においてどのような行政的枠組みのもとに存在したか，まず考察してみよう 12)。
1942年秋から1945年8月までの注精衛の「清郷」時期には，蒋家塘．顧家塘．
愈家塘.{. 馬家塘．翁家塘・楊家塘・猪家塘・唐家塘・徐家塘・高宅・朱家宅の
12カ村は江蘇省松江府奉賢県第3分区激河郷(12保・ 132甲）に属し， 北徐家塘・
泥塙頭・荘家塘・爾家橋の4カ村は奉賢県第4分区（奉城区）高橋郷に属した。
1945年 9月の抗日戦争勝利後，上記12カ村が属する第3分区が青村区と名称を
変更し，青村区は 4鎮11郷の 101保1,060甲を管轄した。 この時期は期間が短
く，農民は現・唐家村がどの行政区分に属したか不明という。 1946年 5・6月
からは体制変動が大きく，青村区は 5鎮6郷を管轄し， 12カ村のうち蒋家塘．
顧家塘．愈家塘.{. 馬家塘・翁家塘・楊家塘・王家塘・猪家塘・唐家塘の 9カ村
は青村区北港郷の第1保に， 徐家塘・高宅・朱家宅の 3カ村は第2保に属し
た。残りの 4カ村は混乱期のため指導者がおらず，どの行政区に属したか不明
であり，農民の応答ではどこにも属さなかったとのことである。
1947年 3月から1949年5月までの奉賢県解放前夜には，区が廃止され，奉賢
県は15郷鎮， 219保， 3,238甲で構成され，青村港鎮は15保233甲を管轄した。
現・青村郷の各村が何保に属したかを具体的に見ると，李客村は青村港鎮第8
保，挑家村と鐘家村は第 9保，朱店村は第10保，唐家村は第11保，民安村と呉
家村は第12保，北港村と岳和村は第13保，手庄村と荒激村は第14保，王家村と
陶宅村は第15保となり，朱橋村は青村港鎮に属しているのかどうか村名が資料
に見られず不明である。 さらに現・唐家村内の自然村について具体的に見る
と，蒋家塘．顧家塘・徹家塘.I. 馬家塘．翁家堀・楊家塘・王家塘・猪家塘・唐
家塘．徐家塘・高宅・朱家宅の11カ村は第11保に，朱家宅は第10保に属し，他
の4カ村は青村港鎮ではなく奉城鎮に属した。そして，後述するようにこれら
12)行政区画の変遷については，前掲「青村志」 p.24, 前掲「奉賢県志」 p.98を参照さ
れたい。
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第4表土地改革時の唐家村の姓氏構成
自 然 村 1 農家戸数 I 一番多い姓 1二番目に多い姓1三番目に多い姓
蒋 家 塘 15 顧 7 蒋 4 
顧 家 塘 23 顧 15 
愈 家 塘 13 愈 6 呉 5 顧 2 
凋 家 塘 16 混 13 徹 2 
羽心 家 塘 14 凋 4 猪 3 翁，陳各2
楊 家 塘 6 楊 3 
王 家 塘 3 王 3 
猪 家 塘 23 猪 16 顧 2 
唐 家 塘 23 唐 13 猪 ， 
徐 家 塘 43 徐 26 呉 16 
渦． 宅 23 諏，陳各5 施 4 凋，呉各3
朱 家 宅 14 朱，曹各4 陳 2 
泥 塙 頭 4 呉 3 
北 徐 家 塘 16 徐，呉各3 趙，I蓼，金各2
荘 家 塘 7 荘 6 
癖 家 橋 is 季 ， 薙，i馬各2
出所）奉賢県梢案局の提供した資料と聞き取りにより作成。
の自然村は土地改革を迎え， 蒋家村・唐家村・爾家村の 3行政村に統合され
た。これを整理したのが第3表である。このように解放前の行政的組み換えに
おいて，自然村は基本的に存続し，自然村を 1つの単位として組み換えること
によってそれぞれの行政単位が成立したことが窺える。
ところで，これらの自然村の戸数と姓別構成を見たのが第4表である。表に
見られるように，唐家村の戸数は 258戸あり，そのうち最大戸数の自然村は徐
家塘の43戸であり，最小戸数は王家塘の 3戸である。現在の戸数は 666戸と約
2.6倍となっており，最大戸数はやはり徐家塘であるが，最小戸数は楊家漿で，
僅か8戸しかない。本表から，現在と同じように自然村において姓を冠した戸
数は比較的多いことが窺える。すなわち，本来唐家村を構成する各自然村は姓
を冠した同族を中心にして，その他に他姓が混住しており，自然村内の同姓は
同族ではあるが，中国南部農村のように大村全体が同族であるのとは異なって
いる。また，族譜等はなく，比較的少数の同族が 1つの小村に居住していると
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中国農村の伝統と変革（上）（石田・万） 603 
いうのが華中江南農村の特色と言えようa同じ世代であれば名前に同じ一字を
付ける排行字についても厳格な規定があるわけではなく，最初に生まれた子供
に付けた一字を後に生まれた子供にも付けるのが習わしである。このように自
然村内の同族関係は比較的ルーズな関係である。
ところで，土地改革前の各自然村の農家構成は第 5表のごとくである。これ
を簡単に紹介すると，それぞれの自然村の戸数，人口，所有耕地面積，一戸当
り所有地面積，階級構成は以下のようである。
蒋家塘 14戸， 57人， 445.89畝， 31.85畝，地主5戸・貧農8戸・雇農1戸。
顧家塘 24戸， 94人， 1,934.08畝， 80.59畝，地主4戸・半地主1戸・富農1戸
・中農6戸・貧農8戸・雇農4戸。
愈家塘 13戸， 65人， 142.69畝， 10.98畝，富農1戸・中農7戸・貧農5戸。
凋家塘 16戸， 73人， 185.30畝， 1.58畝，地主1戸・富農1戸・中農2戸・貧
農8戸・雇農4戸。
翁家塘
楊家塘
王家塘
猪家塘
唐家塘
14戸， 56人， 57畝， 2.25畝，中農2戸・貧農10戸・雇農2戸。
6戸， 23人， 69.33畝， 1.56畝，富農1戸・貧農4戸・雇農1戸。
3戸， 9人， 7.92畝， 2.64畝，貧農3戸のみ。
23戸， 94人， 250.04畝， 10.87畝，富農3戸・中農4戸・貧農13戸・雇
農3戸。
23戸， 120人， 254.11畝， 1.05畝，富農2戸・中農11戸・貧農9戸・雇
農1戸。
徐家塘 43戸， 164人， 282.87畝， 6.58畝，中農13戸・貧農22戸・雇農8戸。
高 宅 23戸， 76人， 101.64畝， 4.42畝，中農11戸・貧農12戸。
朱家宅 14戸， 45人， 97.38畝， 6.96畝，富農3戸・中農3戸・貧農7戸・雇農
1戸。
北徐家塘 17戸， 64人， 348.12畝， 21.76畝，地主3戸・富農1戸・中農5戸・貧
農6戸・雇農1戸。
泥塙塘
荘家塘
蒲家橋
4戸， 17人， 25.37畝， 6.34畝，中農2戸・貧農2戸。
7戸， 38人， 76.97畝， 11.00畝，半地主1戸・中農5戸・貧農1戸。
15戸， 66人， 148.63畝， 9.91畝，地主4戸・中農3戸・貧農10戸・雇農
1戸。
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これら自然村の規模は大小さまざまであるということは既述したが，階級構
成もさまざま異なっており，蒋家塘では14戸中に地主が5戸も占めており，残り
の9戸は貧農と雇農で，富農・中農はいない。顧家塘では4戸の地主で1,934.08
畝のうち1,748.38畝(90.496)を所有している。地主1戸当たりに換算すると，
437.10畝を所有していることになる。翁家塘や王家塘・徐家塘・高宅・泥埴頭
では地主や富農はおらず，•王家塘では戸数が少なく貧農のみである。全村の
1戸当たり平均所有地面積は17.06畝であり，顧家塘の平均は最大の80.59畝と
なる。 これは既述したように4戸の地主が90.4.$lるもの土地を所有しているた
め1戸当たりの所有地が大きくなったのであり，地主4戸を除いた 1戸当たり
は9.29畝と他村の平均と類似している。最小は翁家塘で僅か2.25畝と少なく，
ここは地主や富農はおらず，中農もわずか2戸に過ぎない。このようにそれぞ
れの自然村は規模だけでなく，社会経済状況も大きく異なっている。
2. 地主小作関係
華中江南農村においては不在地主（収租地主）が多いと言われてきたが，唐家
村には不在地主はそれほど多くはなく，また不在地主の所有する土地も全耕地
の約 5~るを占めるに過ぎない13)。本村の農民が記憶する不在地主は，次のよう
な者であった。すなわち，①上海市に居住する徐蚊生が徐家塘に30~40畝，③
現在の県政府所在地である南橋鎮に居住する察建夫が徐家塘・北徐家塘．凋家
塘に30~40畝，③青村鎮に居住する徐福根が徐家塘に16畝を所有するといった
ように，不在地主は小地主であり，農民の意識にもあまり上がらなかった。そ
れゆえ，これらの不在地主がどのような方法で土地を入手したのか，農民達は
具体的に知ってはいない。ただ，②察建夫については，国民党軍の師団長で，
その岳父が徐家塘に居住する徐鹿賓であり，岳父が察に変わって土地を購入し
たということのみ知っていた。
13)華中江南農村の諸特微については，石田浩，前掲害，第7卒と第8章とを参照された
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注
1)
農
家
番
号
1
は
夫
の
死
亡
後
，
外
村
人
と
結
婚
し
，
婚
出
。
そ
の
土
地
は
農
家
番
号
5
が
受
け
継
ぐ
。
2
)
農
家
番
号
2
の
娘
は
地
主
分
子
と
し
て
独
立
し
て
記
載
さ
れ
て
い
た
が
，
土
地
改
革
後
に
農
家
番
号
11
と
結
婚
し
た
の
で
，
本
人
と
そ
の
土
地
1.
9畝
は
11
の
人
口
と
土
地
に
参
入
し
た
。
ま
た
，
11
は
地
主
の
娘
と
結
婚
し
た
た
め
農
会
主
任
を
交
替
さ
せ
ら
れ
た
。
3
)
農
家
番
号
13
は
青
村
港
鎮
東
街
の
茶
館
で
働
い
て
い
た
が
，
土
地
改
革
で
村
へ
戻
り
，
土
地
の
分
配
を
受
け
た
。
4
)
 *
の
農
家
は
互
助
組
，
初
級
合
作
社
，
大
社
に
参
加
し
た
農
家
。
初
級
合
作
社
に
つ
い
て
は
唐
家
村
を
構
成
す
る
5
自
然
村
の
み
判
明
。
他
の
自
然
村
は
聞
き
取
り
を
し
て
い
な
い
。
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本村の多くの地主は在村地主であり，第6表に見られるように，かなり大規
模な在村地主が存在する。第 6表を見ると，最大地主は顧家塘の農家番号15と
16の兄弟がそれぞれ839.84畝と703.39畝を所有している。 1900年頃かれらの祖
父は300畝を所有するに過ぎなかったが， 1939.年にはその 3人の息子， 顧品仁
（長男，秀オに合格）が1,000畝以上に，顧貞堂が800畝，顧応堂が800畝に増やし
た。品仁の土地は農家番号15が，貞堂の土地を農家番号16が，応堂の土地を農
家番号17が受け継いだ。また，農家番号17は15・16と従兄弟であることからか
なりの土地を継承したと思われる 14)。かれらの父や叔父は別に商売をしていた
わけではなく， 高利貸しにより土地を集積した。その年利率は 20~30%であ
り，例えば禽光楼の母は夫が死んだ時に米 1石を借りたが，その時の利子率は
20形であった。かれらの生活は普通の農民と同じ水準であり，生活を切詰め倹
約して土地を購入していったようで，農民との関係は非常によかった。 1937年
~1945年に日本軍がこの地帯を占領していた間は治安がよくなく，土匪が金持
ちを襲った。大金持ちであれば上海へ逃げたが，これらの地主はそれほど金持
ちでもないので，南泄県周浦鎮へ逃げた。この間は小作料は取れず，催頭が取
れるところから小作料を取り，周浦鎮まで持って行った。地主はこれでなんと
か生活出来たような状態で，農家番号22は地主・顧貞堂の催頭だったので，こ
れに協力した。この間の小作料は金納で，催頭の収入はわずか30元であった。
日本軍が引き上げ，国民党軍が再び戻ると，地主は村に帰ってきた。
地主の対農民への高利貸付は，①青田買い， ②土地の買い取り（絶売），⑧土
地を担保にして金を貸すという方法があり，土地の地主への移動はRと③によ
る。①青田買いの場合には収穫されるであろう農産物をその価格の約60~70彩
で買い取られ，農民は収穫まで農作業をしなければならなかった。一般に借金
14)農家番号15と16は兄弟であり， 15が品仁の土地を継承したということは品仁には子供
がいなかったからであろうか。この点は不明である。 また， 応堂の息子である 17は
64.46畝しか所有していないが， これは梢案局職員の書き写しミスで， 640.46畝の間
違いではないかと考えられる。なお，本稿で個人を扱う場合には第 6表の農家番号で
表す。ただし，農家番号が不明な場合にはその限りではない。
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する場合には契約書を交わすが，そこには①金額，③利子，③中人の名前，．④
借入者の土地面積とその位置を書き入れた。
ここで，具体的に第7表より地主の農業経営の内容を考察しよう。 i馬家塘の
地主である農家番号52は102畝を所有し15), 14畝を年間20~30エ（人）の短工を使
用して自作し，残り88畝を小作に出していた。小作料は 1畝当たり米4斗(60斤）
であり，毎年自作と小作により50石の収穫があった16)。そのうち12石は自家消
費とし，残り38石は青村港鎮の花米行に売却した。小作農は約20余戸で，本人
が記億している限りでは， 本村の①凋家塘3戸， R徹家塘1戸， ③唐家塘1
戸，④猪家塘 1戸，⑥徐家塘2戸，奉城区の⑥高橋鎮3戸，⑦奉城鎮1戸，⑧
南橋区龍渾郷 3戸(10畝），⑨青村区銭橋郷 1戸である。⑨青村区銭橋郷の小作
農が高橋郷にある土地を耕作している以外，これらの土地の多くは小作農が住
んでいる村にあり，地主が居住する凋家塘にはわずか27畝しかなかった17)。一
般に小作地は元の所有者に優先的に耕作させるのがこの地方の慣行であり，そ
うすることで元の土地所有者は生活を維持出来た。
本地方の地主小作関係は封建的な要素は少なく，商品経済の進展もあって，
比較的ドライな経済合理性に基づく関係であり，農民の地主に対する強烈な反
感といったものは見られなかった。
3. 農業生産手段の所有状況
解放前において本村の耕地は水稲作が約60形， 棉花作が約40彩であった。
『青村志』によれば， 解放前のこの地域の輪作体系は， ①緑肥一早稲一蕎麦
（あるいは緑豆，または林耕）一三麦（あるいは休耕）が約60彩， ③三麦（あるいは休耕）
15)第6表では農家番号52は109.23畝の土地を所有しており，応答の 102畝とは異なって
いる。
16) 1斗は15斤ではなく 16斤という応答もあった。
17)地主は14畝の土地を自作していたので，凋家塘の小作人は13畝を小作していたことに
なる。また，土地の多くは遺産として受け継いだ土地で，本人の代では10畝を購入し
たにすぎない。
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ー単季晩稲（あるいは棉花，または黄豆）一緑肥（あるいは休耕）が約20%, ⑧油菜一
単季晩稲一休耕が約20彩を占めており，本村の輪作体系はこれを組み合わせた
ものと考えられる 18)。水稲作の最も重要な作業は湘漑であり，それによって生
産力が規定された。
ところが，本村には第 8表に見られるように，役畜や農機具は少ない。例え
ば，蒋家塘には耕地445.89畝に対し，牛が 5頭，牛力を動力とした水車（牛車）
が8.5台，海風を動力とした水車（風車）が2.5台と耕地に比し役畜や農機具は少
ない19)。牛と牛車はそれぞれワンセットとして同数存在するのであるが，ここ
では牛 5頭に対して牛車が8.5台と数があわない。恐らく，他人から牛を借り
るのであろう。ともあれ，蒋家塘には合計11台の水車があり， 1台当たりの水
車で40,54畝の土地を湘漑しなければならない。ところが，一般に本村の 1枚
の水田の面積は 1~3畝が最も多く，第3図にみられるように耕地は必ずクリ
ークと接しているが，風車は大きく固定式のため移動が出来ないので土地の筆
数の割には水車が少ない。隣接している土地であれば畦を切って灌漑は可能で
あるが，隣接していなければ風車を移動して灌漑するということは出来ない。
その意味において，灌漑設備は不足しており，水車類を所有しない農民は所有
する人に灌漑を頼まなければならなかった。
同様に，顧家塘の役畜と水車を見ると耕地は 1,934.08畝，牛 9頭，牛車7.5
台，風車4.5台，水車 1台であり， 1台の水車による灌漑面積は 148.78畝とな
る。徹家塘では，耕地142,69畝，牛 5頭，牛車 6台，風車 3台あり， 1台平均
15.85畝となる。凋家塘では，耕地185,30畝，牛8頭，牛車7.5台，風車2.5台，
水車 1台で， 1台平均16.84畝であり，徐家塘では，耕地282.87畝，牛28頭，
牛車23台，風車12台，水車2台で， 1台平均7.65畝と而禎が少ないが，これは
戸数の割に耕地面稲が少ないからである。 1戸当たりに換算すると蒋家塘0.78
台，顧家塘0.54台，愈家塘0.69台， i馬家塘0.69台，徐家塘0.86台となり， 1台
18)前掲『青村志Jp. 102。
19)牛の頭数や水車類の台数が撒数でないのは，他人と共有しているからである。
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当たりの耕地面積と比較したほど差はないことが分かる。その他の自然村につ
いては，入手した資料に水車の台数は記載されていないので，不明である20)。
以上のように，水車類を所有していない農民は親戚や友人から牛車や水車を
借りたり，灌漑の請負いを頼まなければならなかった。一般に親戚や友人，ある
いは自然村内の同族には無料で貸し， そのかわり食事を御馳走になった。ま
た，親戚間であれば，親戚の牛を育てるかわりに無料で使用出来るということ
もあったが，農民の応答ではこれらの共同関係は多くはなかった。そして，共
同で水利灌漑を行うということはなく，金を支払って灌漑して貰うというのが
多かった。これはクリークに囲まれた水田はあまり大きくなく，畦を切って他
の水田へ次から次へ灌漑するということは出来ず，既述したようにどの水田も
クリークに接しており， 設備さえあれば灌漑は可能であったからである。ま
た，この地方は上海に近く，比較的商品経済が発展しており，協力しあうより
も金で解決する方が簡単であったからである。それゆえ，農作業を互いに助け
合う換工も農繁期の労働力不足の時には 2戸の農家間で行われたが，これは自
然村内の同族や友人の間だけで， しかも「伴エjと呼ぶ収穫時の換工が多かっ
た。それゆえ，後述するように解放後の農業集団化に対する必然性やその基礎
は比較的弱く，互助組や初級合作社レベルの農業集団化においてさえ上から半
強制的に実施しなければならなかった背景はここにあった。
土地改革後に作成された梢案資料によれば，蒋家村を構成する自然村のみが
水車類について記載されており，その耕地面積や牛・牛車・風車・水車の所有
状況を階級別に第 8表から抽出すると，次のようになる。
20)他の自然村の耕地面積と牛の頭数を参考のために紹介すると， 翁家楊では耕地31.5 
畝，牛9頭。楊家塘では耕地69.33畝，牛5頭。王家塘では耕地7.92畝，牛2頭。猪
家塘では耕地250.04畝， 牛16頭。唐家塘では耕地254.11畝， 牛16頭。・高宅では耕地
101. 62畝，牛12頭。朱家宅では耕地97.38畝，牛9頭。北徐家塘では耕地348.12畝，
牛7頭。泥塙頭では耕地25.37畝，牛3頭。荘家塘では耕地76.97畝，牛5頭。蒲家橋
では耕地148.63畝，牛10頭である。
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第8表唐家村内三行政村の
人口（人） I 土 地 改 革階級戸
数 土前改 土後改 土（畝地） 当1戸り！（牛匹） 当1戸り 牛（台車） 当1戸り 風（台車） 
蒋家村 地主 10 50 492,293.23 229.32 1 
半地主 1 5 5 57.40 57.40 1 
富農 3 17 18 106.62 35.54 2 
中農 15 76 73 206. 89 13. 79 11 
貧農 29 120 118 41. 32 1.42 12 
雇農 ， 21 21 2.50 0.28 ゜計 67 289 284 2,707.96 40.42 27 
唐家村 富農 6 29 31 253.13 42.19 6 
中農 30 145 156 388.10 12.94 25.5 
貧農 61 258 265 239.40 3.92 44.5 
雇農 15 38 40 15.18 1.01 ゜計 112 470 489 895.81 8.00 76 
爾家村 地主 4 21 17 340.29 85.07 1 
半地主 1 6 6 27.98 27.98 1 
富農 4 14 14 79.76 19.94 3 
中農 29 125 127 271. 63 8.75 23 
貧農 38 140 137 78.45 2.06 18 
雇農 3 2 3 ゜゜ ゜計 79 308 304 798.11 10.10 46 
合計 地主 14 71 66 2,633.52 188.11 2 
半地主 2 11 11 85.38 42.69 2 
富農 13 60 63 439.51 33.81 11 
中農 74 346 356 866.62 1. 47 59.5 
貧農 128 518 520 359.17 2. 71 74.5 
雇農 27 61 64 17.68 0.65 ゜計 258 1,067 1,080 4,401.88 16.99 149 
割合 地主 5.4 6.5 6.1 59.8 1. 3 
(%) 半地主 0.8 1.0 1.0 1. 9 1. 3 
富農 5.0 5.5 5.8 10.0 7.3 
中農 28.7 32.4 33.4 19.7 39.9 
貧農 49.6 48.5 47.7 8.2 50.0 
雇農 10.5 6.1 5.9 0.4 0.0 
出所）奉賢県梢案局より提供された資料に基づき作成。
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土地改革基本状況
前所有 I 土地改革後所有 土地所有の
当1戸り I *（.,.,.口*） I 当1戸り 1 土（畝地） 当1戸り． 車（台基） 1当1戸り1 （家間） I 当1戸り 増(+（)畝減）（一）
0.10 ゜゜ 78.08 7.81 50.50 40 4.00 -2,215.15 2.00 ゜゜ 18.09 18.09 22.00 9.5 9.50 39.31 0.33 1 0.33 65.23 21. 74 62. 00 20 6.67 41. 39 
0.30 ゜0.00 229.57 15.30 281. 87 74 4.93 22.68 0.14 1 0.03 284.20 9.80 170. 59 112 3.86 240.98 
゜゜゜ 47.70 5.30 40.44 22 2.44 45.20 0.19 2 0.03 722.87 10.79 620. 93 277.5 4.14 -1, 986. 99 
112.27 18. 71 142. 33 39 6.50 - 140.87 
467.54 15.58 541. 80 162.5 5.42 79.44 
672.80 1. 03 821. 34 245.5 4.02 433.40 
96.93 6.46 70.47 36.5 2.43 81. 75 
1,349.54 12.05 157 1. 40 483.5 4.32 453.72 
33.05 8.26 20.50 18 4.50 - 307. 24 
15.98 15.98 22.00 4 4.00 12.00 
38.98 9.75 41. 00 16.5 4.13 40.78 
367.67 12.68 381. 31 127 4.38 97.59 
323.79 8.52 280. 74 123 3.24 244.80 
9.70 3.23 00 3.5 1.17 9.70 
789.37 9.99 740. 94 292 3.70 9.26 
111.13 7.94 60.50 58 4.14 -2,522.39 
34.07 17.04 42.00 13.5 6.75 51. 31 
216.48 16.65 241. 85 75.5 5.81 - 223.04 
1,064.78 14.39 122 1. 62 363.5 4.91 199. 71 
1,280.79 10.01 124 0.99 480.5 3.75 19.18 
154. 33 5.72 110. 41 62 2.30 136.65 
2,861.58 11.09 291 1.14 1,053.0 4.08 -1,541. 20 
3.9 2.1 5.5 
1.2 1.4 1. 3 
7.6 8.2 7.2 
37.2 41. 9 34.5 
44.8 42.6 45.6 
5.4 3.8 5.9 
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1 戸
当り
-221.52 
-39.31 
- 13.80 
1. 51 
8.31 
5:02 
- 29.66 
-23.48 
2.65 
7.10 
5.45 
4.05 
- 76.81 
- 12.00 
- 10.20 
3.37 
6.44 
3.23 
- 0.12 
-180.17 
-25.66 
- 17.16 
2.70 
7.18 
5.06 
- 5.97 
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地主 戸数10戸，耕地 2,293.23畝，牛1頭，牛車3台，風車1台，水車0台。
半地主 戸数1戸，耕地 57.40畝，牛1頭，牛車2台，風車2台，．水車0台。
富農 戸数3戸，耕地 106.62畝，牛2頭，牛車2台，風車1台，水車1台。
中農 戸数15戸，耕地 206.89畝，牛11頭，牛車10台，風車4.5台，水車0台。
貧農 戸数29戸，耕地 41.32畝，牛12頭，牛車12.5台，風車4台，水車1台。
雇農 ，戸数9戸，耕地 2.50畝，牛0頭，牛車0台，風車0台，水車2台。
まず，階級別 1戸当たり平均土地所有を算出すると，耕地では地主が229.32
畝と極端に多く，次に半地主の 57.40畝，続いて富農の35.54畝，中農の 13.79 
畝，貧農の 1.42畝，雇農の 0.28畝という順になり，階級間に相当の格差が存
在する。また，唐家村や爾家村の階級別 1戸当たり平均土地所有を見ると，唐
家村の富農42.19畝，中農12.94畝， 貧農3.92畝， 雇農1.01畝， 爾家村の地主
85.07畝，半地主27.98畝，富農19.94畝，中農8.75畝， 貧農2.06畝， 雇農 0畝
となる。これを後出の第10表と比較すると，奉賢県の地主の 1戸当たり平均所
有地は152.39畝幌半地主57.81畝，富農37.40畝，中農9.98畝，貧農4.11畝，
雇農0.82畝となり，非常に類似している。既述したように華中江南農村は不在
地主が多く，村に居住する農民の多くは小作農であり，その所有地は少なく，
しかも農民間における土地所有格差はあまりないのが通例であるが，本村は華
北農村のように在村地主が多く，土地所有においてかなりの格差が見られる。
ところで，本村で生活していくためには 1人当たり 1畝の土地が必要であり，
この点から考えると，蒋家村の貧．雇農や唐家村の屈農，蒲家村の貧．雁農は
他に小作をしたり副業等をしない限り， 生活は厳しかったと思われる。 しか
し，農民の応答では他に仕事が多くあったのか，解放前の生活水準は必ずしも
厳しくなかったようである。・
次に役畜と灌漑機具の 1戸当たり平均所有状況を見よう。蒋家村が現・唐家
村を代表しているとはいえないが，牛の 1戸当たり平均所有頭数では，半地主
21)県全体の統計に，県政府所在地や各地の鎮に住む大地主の所有する土地が含まれるの
で， 1戸当たり所有地は非常に大きくなると考えられるが，この数値に劣らないほど
本村の地主は土地を所有しており，その規模がいかに大きいか窺える。
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は1頭を所有し，中農の0.73頭，富農の0.67頭，貧農0.41頭，地主の0.10頭，
雇農の 0頭という順になる。・牛車では半地主の 2台，富農の0.67台， 中農の
0.67台，貧農の0.43台，地主の0.30台，雇農の 0台という順であり，風車では
半地主の 2台，富農の0.33台，中農の0.30台，｀ 貧農の0.14台，地主の0.10台，
雇農の 0台の順，水車では富農の0:33台，貧農の0.03台，地主・半地主・中農
．雇農の 0台という順である。階級規定は主として耕地所有規模と不労所得率
（搾取率）によって行われ，地主が多くの土地を所有しているのは当然であるが，
役畜や水車類の所有は農業経営の中心である半地主・富農・中農に多く，農業
経営を行わない地主の所有台数は少ない。貧農はこれらの階級に比して極端に
少なく，雇農に到っては全く所有していない。
農民の応答では，唐家村においては絶対的に灌漑設備が不足しており，他人
の耕地を委託灌漑すれば，一般に収穫の30彩が委託料として入る。当時，小作
料が収穫の25~30%であったことを考えれば，この収入はかなり多い。灌漑を
も含めて農業経営を諮け負えば，収穫の50彩が入り，実際上農業経営を行わな
くても牛車や風車に投資して利益を得ている者も多い。これは耕地を購入して
小作料収入を得るのと同じことを意味した。ところが，土地改革では牛車や風
車を貸して高収入を得ることは搾取とは見なされなかった。なぜなら，灌漑は
かなりの強労働を必要とし，不労収入とは見なされなかったからである。
4. 農民の社会生活
唐家村の農民が参加する集市には青村港鎮や奉城鎮・高橋鎮・南橋鎮の集市
があり，これらの集市は定期市ではなく毎日開かれていた。唐家村から青村港
鎮までは約 1キロメートルの距離であるので，唐家村民は主として青村港鎮の
集市へでかけた。青村港鎮は商業・手工業・交通運輸業が比較的発達してお
り，鎮を青村港市河（旧運河）が流れ， 解放前には船運による物産の集散地とな
っていた。農民は青村港鎮へは 1カ月に約15回でかけ，農産物や家庭副業製品
を販売し，日常生活用品を購入した。また，奉城鎮までは約 3キロメートル，
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高橋鎮へは約 1.5キロメートルの距離で，奉城鎮・高橋鎮へは 1カ月に 1回で
かけ，離れた南橋鎮へは 1年に 1~2回行った。
青村港鎮は街路が1.5キロメートル程あり， そこには網布店 9鋪， 南貨店
21, 飯菜館3'糖菓店 2'麺坊9'魚屋4,豆腐店11,醤油店4,塩号 1,地
貨店 7'茶館7,雑貨店4,小猪行3'百貨店5,陶姿器店 1'姻紙店2,縛
灰行4,理髪店7'鍍牙店（歯医者） 2, 漢方薬店 6' 西薬店 1' 竹器店5'木
工 1,花米行6,果物店4,銅匠店，刻字店，写真屋，風呂屋等が計約 100鋪
以上あり，運輸船による運送業やその他に沢山の小商小販があった22)。また，
各種の手工業も発達しており，これらは解放後に公私合営により集団経営とな
り，今日の農村工業化の基礎となった23)。集市では 1カ月に数回牲畜市が開か
れた。また，農暦5月 5日には関帝廟会があり，廟前の戯台では芝居が奉納さ
れ，約5,000人の人々が参集した24)。しかし，廟会では牲畜市はなかった。
解放直後の1949年 5月14日に奉賢県の中心は南橋鎮へ移ったが，奉城鎮は本
来，奉賢県政府の所在地であった。それゆえ， 城街は東西南北の 4街に分か
れ，政府機関だけでなく，各種の商店も存在した。城内の城陸廟の廟会は農暦
9月 2日に開かれ，この時期はすでに農繁期を過ぎているので，最も多くの人
が参集した。
高橋鎮は南宋乾道年間に青村塩場署が設置せられ，それ以降繁栄した。しか
し，青村城（今の奉城鎮）が設けられて後， 衰退し始めた。民国期に入って再び
繁栄し，その街路は500~700メートルで，さほど大きな集市ではないが，ここ
には鉄匠，米行，布店，食品店，豆腐店，麺坊，花米行，魚行，茶館等が40~
50鋪あった。ここには城陸廟があり，農暦4月14日~16日には大きな廟会が開
かれ， 3~5キロメートル範囲の住民の約70彩(7,000人~1万人）が参加した。そ
の時には京劇や説書（講談）・唱歌が行われ， 娯楽の少ない当時としてはかなり
22) 23)前掲「青村志Jpp. 152~153, pp. 127~130。農民の当時の記憶では，豆腐屋が
8舗，茶館が10店舗あったようである。
24) 1938年に日本軍の空燥により関帝廟は爆破され， それ以後廟会はなくなった。 この
時，奉賢県の県城である奉城鎮も爆破され，多くの寺廟等が破壊された。
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賑わったようである。
以上のように，解放前の唐家村農民の社会経済活動範囲は青村港鎮の市場園
をあまり越えることはなく，この農民の社会経済活動範囲は通婚範囲を規定し
ていた。
通婚範囲は近くで 1~2キロメートル，遠くは南橋鎮までの13~15キロメー
ト・ルあった。当時の結婚は媒人によって紹介される伝統的見合い結婚であっ
た。それゆえ通婚範囲は媒人の社会活動領域に規定されていた。通常，媒人に
は本人の親戚や親の友人がなるのが一般的なようで，例えば農家番号166は1935
年に奉城区高橋郷陳橋村の女性と15歳で訂婚（婚約）し， 1938年に結婚した。媒
人は姑娼（父の姉妹）で，花嫁と同じ陳橋村に住んでいた。訂婚までの経過は次
のようである。姑姻は同村の娘が気に入り，娘の家に結婚の話を持ち掛けた。
そして，娘の生年月日時間を紅紙に書いた「八字」を貰って農家番号166の家
にやってきた。 166の家では算命先生の所へ互いの「八字」を占ってもらい，
互いの相性がよいとなった25)。そこで，媒人は 166の父母を連れて相手の家に
行き，相手の娘を気に入ったので，定親礼（結納， 320斤の米に相当する金）を渡し
て訂婚をし，その際に御馳走を食べた26)。
その他の例としては，徐家塘の農家番号139は塘外郷大門村に住む母親の姉
（躾）が媒人となり，同じ大門村の女性と結婚しており， 裔家塘の愈永楼は青
村郷王家村に住む娘夫（母の姉妹の夫）が媒人となり，同じ王家村の女性と結婚
している。凋家塘に住む農家番号52は高橋郷に住む表兄（従兄弟，母の兄弟の息子）
が媒人となり，塘外郷衛季村の女性と結婚した。媒人が相手の女性を知ったの
25)村民が利用した算命先生や風水先生は青村港鎮に2人，青村港鎮陶宅村に 1人，奉城
区高橋鎮に1人おり，「J¥.字」を占ったり， 家屋を建てる時その敷地の風水を見るた
めに呼んだ。家屋を建てる時には複数の風水先生を呼ぶ。農家番号 166の場合には青
村港鎮人を呼び，食事を御馳走し，家族全員の算命も見てもらったので， 80斤の米に
相当するお金（銀2元）を支払った。
26)中国における伝統的結婚様式については，前掲「中国農村社会経済構造の研究』， pp.
74~83を参照されたい。
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は従兄弟の父親の出身が衛季村であったからである。事例は 4例と少ないが，
両者の媒介は親戚や同村の友人という関係を通じて成立しており，それゆえ通
婚圏の範囲は狭い27)。
通婚圏が狭ければ，当然結婚式に参列する人達の関係も限られてくる。一般
に結婚式への参加者は150~160人で，①父親の兄弟姉妹とその子供達，③母親
の兄弟姉妹とその子供達， ⑧自然村内の同族， ④関係のよい隣人・友人であ
る。農家番号166の場合には上記の者以外に， ⑥妻側の兄弟， ⑥村内で喧嘩が
あった時に仲裁をしたり，契約文書の代筆をする紳士先生（徐家猜の人）も招き，
食卓20卓(1卓につき8人）が準備された。
結婚や葬式以外にも同族や親戚の付き合いは，春節や除夕（大晦日）に集まっ
て御馳走を食ぺたり，農暦 7月15日に集まって祖先を祀ったりしている。この
ような慣習は現在もあまり変わることなく続いている。
宗教活動については，村民はどこか特定の廟の行事に参加する。唐家村には
凋家廟（凋家塘）と五聖堂（小廟）が5宇あり， 五聖堂は蒋家塘に 1宇， 翁家塘
に2宇，徐家塘に 1宇，高宅に 1宇あった。 i馬家廟は清末に凋家塘の凋姓と愈
家塘の呉姓が建立した。廟内には施老爺・観音・三官老爺を祀っており，農暦
9月19日に祭祀が行われた。廟には廟董2人と看廟人がおり，看廟人は廟への
寄付で生活していた。 2人の廟董は凋家塘の農家番号52と愈家塘の呉宝生であ
り，廟会（祭祀）には凋家塘の全戸，愈家塘の全戸，暦家塘の 4~5戸，蒋家塘の
4~5戸が参加したと言う。廟の修理があれば祭祀時に集まった人に相談して
決めたり，あるいは 2人の廟董で決めて先に修理をし，廟会（祭祀）の時には説書
人を招き＇, 地元の10数人の金持ち（中農以上）とで食事をした28)。その際に廟董が
参会者から集金をし，説占料と食事代を支払って，残りを修理代とした。もし
不足金が出た場合には 2人が負担した。 i馬家廟は1958年に機口（灌漑ポンプ小屋）
を建設する際にレンガが必要で，そのために壊され，現在その痕跡はない。
27)この点については本調在のアンケート結果の分析において考察する予定である。
28)この食事の参加者は，隅家塘5~6人，爺家塘5~6人，庵家塘4人であった。
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凋家廟以外に本村には 5つの五聖堂があり，この廟と自然村の関係について
質問すると，五聖堂は家族の者が病気した時に治癒祈願にお詣りする廟であり，
その際には最も近くの廟に行ったというだけで，その詳細は不明である。筆者
達は自然村と祭祀圏の関係を調べようと，それぞれの廟の参加者や運営につい
て聞き取りをしたが，応答者の多くは当時はまだ20代であり，廟祭祀の主体は
老人が多く，そのためか記憶していなかった。そこで，どの廟にお参りしたか
を調べると，農家番号139は李富村の屠家廟に， 139は屠家廟と高橋鎮の城陸廟
ヘ， 52は凋家廟と屠家廟， 城陸廟に行った。 また， 人が死亡した時には北港
村の広福庵から僧を呼んで葬式をした。 この庵の歴史は古く， 清の康熙 9年
(1670年）に建立され，光緒 3年(1876年）に修理をし， 1981年に壊れたようで，ご
く最近まで存在していた29)。
本地方は杭州湾に隣接し，塩田の開発が行われ，農地としての開発は遅い。
それゆえ，不在地主が土地を集積するまでには到らず，在村地主が多く，華中
江南農村の一般的事例とは異なっている。ところが，農民の社会活動範囲は一
般農村と同様に広がってはおらず，結婚や廟祭祀等の慣行も多くの農村で見ら
れるもの．と大して変わりはない。しかし，上海に近いこともあって商品貨幣経
済は進展しており，村民間の社会関係は希薄であり，それは農業生産にも現れ
ていた。ただ，各自然村は集村を成しており，第2図や第 3図に見られるよう
に他の集落とは地理的に独立しており，このことが解放後の社会主義改造にお
いて自然村がその構成単位となった所以である。
IV. 土地改革の実施とその成果
1. 土地改革の実施
奉賢県は1949年5月14日に解放され， 5月17日に青村耕事処が青村港鎮中街
に成立し，青村港鎮，銭橋郷，三官郷の 1鎮2郷を管轄とした。 1950年3月に
29)前掲「青村志」 p.257。
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耕事処は区に変更され，区・郷・村の基層政権機構が打ち立てられた。全県に
は6区が設けられ，青村区は第 6区となり， 1鎮13郷， 127行政村を管轄した。
各郷鎮には正副郷鎮長，各村には村長と農会主任が置かれた。現・肝家村は青
村区桃園郷に属し，桃園郷には10行政村が属した。この行政村は土地改革の基
本単位であり，地域に散在する自然村を数個集めて形成された。現・唐家村に
は3つの行政村が成立し，この 3行政村の構成は蒋家塘．顧家塘．愈家塘.l馬
家塘の 4カ村で蒋家村，翁家塘．楊家塘・王家塘・猪家塘・唐家塘・徐家塘の
6カ村で唐家村，高宅・朱家宅・北徐家塘．泥瑞頭・ 荘家塘・癖家橋の 6カ村
で爾家村を形成した。
1949年12月に土地改革を実施する機関として農会が設立された。蒋家村の主
任には凋補石30), 副主任に嬰家番号43,村長に農家番号59がなった。当初，主
任には農家番号11がなったが， 妻が地主階級出身であるために交替させられ
た。唐家村では正・副主任にそれぞれ農家番号104と139が，村長には農家番号
128がなった。爾家村では農家番号199が主任になり 31), 村長に農家番号249が
なった。そして， 郷長には農家番号166がなった。これらの郷や村の役員は第
6表から判明するように中農か貧農である。
土地改革は， 1950年 8月に土地改革幹部の訓練を始め， 400人の幹部を養成
し， 9月中旬に県は農民代表大会を開催し，農民協会を改選して県土地改革委
員会を成立させた。以後，村単位で大衆会議を開き，農民に対する階級教育を
施すと同時に， 南橋区砂碩郷をモデルとして土地改革を試行した。 10月には
各区毎に 1つの郷をモデルとして土地改革を試行し，以後各地で陸続と実施し
た。 12月には全県で土地の没収と徴収を完成させ， 1951年 3月には土地・財産
の分配を完成させた32)。本村では土地改革は1950年11月から1951年 4月にかけ
て土地の没収・徴収と再分配が実施され， 1951年 7月に土地証を手渡して完成
30)年齢が若いのか，第6表を作成した基本資料には家長名は見当たらない。
31)副主任について農民は記低していなかった。
32)前掲「奉賢県志」 p.316。
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第9表 階級区分と土地の没収，徴収，再分配の原則
階級 定 義 没収・徴収の原則 1 分配の原則
地主自作地が一人当り1.64未全部没収 一人当り1.64畝を分配
満，搾取率が5051る以上の
者
富農自作地は一人当り 1.64畝 小作に出している 一人当りの自作地は2.56畝を越えて
以上，搾取率が50形以下土地を徴収 も，そのまま。
の者
中農I搾取率がゼロに近く，経 一人当り2.56畝を
営面積が一人当り2.56畝 上回る経営面積の
以上の者 小作地分を徽収
貧農1経営面積が一人当り2.56
畝以下の者
麟 1経営面積はゼロであり，
他人に雇用されている者
出所）聞き取りにより作成。
1. 一人当りの自作地>2.56畝であ
れば，そのまま。
2. 一人当りの自作地<2.56畝であ
れば，自作地＋小作地=2.56畝
まで残す。
1. 一人当りの経営面積>1.64畝で
あれば，そのまま。
2. 一人当りの経営面積<1.64畝で
あれば， 1.64畝まで土地を分配
する。
3. 単身であれば，二人分の土地，
二人であれば，三人分の土地を
分配する。
1. ー当り人1.64畝まで土地を分配
する。
2. 単身であれば，二人分の士地，
二人であれば，三人分の土地を
配する。
注）搾取率は収入全体の中に占める小作料収入の割合である。
した。しかし，まだ少しの土地が残っていたので12月頃まで労働力の多い農家
に再分配を実施した。
土地改革に当たり本村では第 9表のような階級規定が行われ，土地が分配さ
れた。まず，桃園郷の土地所有面積の大平均と小平均が求められ，それぞれの
数値は2.56畝と 1.64畝と算出された。この数値に基づき次のように規定され
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た。①地主は自作している土地が 1人当たり1.64畝未満であり，収入全体の中
で小作料の占める割合（搾取率）が50%以上であれば地主と規定され，その土地
は全部没収された33)。分配においては 1人当たり1.64畝が与えられた。
. R 富農は自作している土地が 1人当たりL64畝以上であり，搾取率が50飴未
満である者で，小作に出している土地は全部徴収された。しかし， 1人当たり
の自作地が2.56畝を超えても，その土地はそのまま所有出来た。
③中農は所有地をほぽ自作しており，搾取率がゼロで， 1人当たり2.56畝以
上を経営している農民である。ただし，土地を小作に出している中農は 1戸あ
り，この土地は徴収されなかった。すなわち，上中農の農家番号22は8人家族
で， 10畝を自作し， 5畝を小作に出していた（第7表参照)0 22は風車と牛車を各
1台所有し，生活は普通で，顧家塘の地主の催頭をしていた。土地改革ではそ
のまま15畝の土地所有が認められた。中農は自作地に小作地をフ゜ラスした経営
面積が 1人当たり2.56畝を超える場合に， 2.56畝を超過する小作地分は返却さ
せられた。それゆえ，分配においては 1人当たりの自作地が2.56畝以上であっ
てもそのままで， 2.56畝未満であれば自作地に小作地をプラスした2.56畝まで
土地分配が認められた。
④貧農は経営面積が2.56畝以下で，自作地が少く小作地が多く， 1人当たり
経営面積が平均1.64畝である。また，土地を全く所有していなくても小作してお
れば貧農に区分された。そのため，貧農の中には土地所有においてかなり格差
が存在した。というのは当時 1人当たり 1畝の土地があれば最低限度の生活が
出来たので， 1人当たり'.2.56畝の土地所有と無所有ではかなりの格差となった。
土地分配は 1人当たり経営地が1.64畝以上で， 2.56畝以下であればそのままに
33)石田が調査した河北省昌黎県后両山村では，地主の規定は土地が非常に多く，労働に
参加せず，搾取率が300%以上の者であった。これは華北農村には長工を雇って農業を
行う経営地主が多く，華中農村には全く農業にクッチしない収租地主が多い関係上，
このように搾取率に差があると考えられる。石田浩「中国農村社会経済構造の変容分
析ー一河北省昌黎県両山郷后両山村・槃城県邸馬郷東羊市生産大隊・藁城県岡上郷岡
上村の調査事例ー 一ー 」「経済論集」第38巻第2号， 1988年。
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第10表奉賢県土地改革前後の階級別土地所有状況
631 
（単位：畝）
~ 戸 数 階級別土地所有 所1戸有当面た積り 1所1人有当面た積り人口 土地改革前 I 土地改革後 土地土地土地隷後実数 ％ 面積 I 彩 1面積 I 彩 改革前改革後改革前
ムロ 計 60,209 100.00 260,931 664,691 100.00 664,691 100.00 1. 04 11.04 2.55 2.55 
地 主 1,548 2.57 7,128 235,902 35.49 14,185 2.13 152.39 9.16 33.09 1. 99 
半地主 576 0.96 2,759 33,301 5.01 11,174 1. 68 57.81 19.40 12.07 4.05 
富 農 1,521 2.53 8,793 56,891 8.56 33,765 5.08 37.40 22.20 6.47 3.84 
貧 農 18,892 31. 38 98,805 188,532 28.36 275,715 41. 48 9.98 14.59 1. 91 2.79 
中 農 24,991 41. 51 106,712 102,628 15.44 262,512 39.49 4.11 10.50 0.96 2.46 
雇 農 5,838 9.69 19,076 4,769 0.72 44,655 6.72 0.82 7.65 0.25 2.34 
工商業者 308 0.51 1,196 8,802 1. 32 4,401 0.67 28.58 14.29 7.36 3.68 
小出租土者地 399 0.66 1,249 4,133 0.62 2,066 0.31 10.36 5.18 3.31 1. 65 
其 他 6,136 10.19 15,213 17,514 2.64 15,899 2.39 2.85 2.59 1.15 1.05 
学教，会廟，田 12,219 1. 84 319 0.05 
出所）前掲「奉賢県志Jp. 317。
し， 1.64畝未満であれば， 1.64畝まで土地を分配した。単身であれば 2人分の
土地を， 2人であれば3人分の土地が分配された。すなわち，単身者に対して
は土地改革後結婚が出来るように妻の分まで分配しため。
⑥雇農は全く耕地を所有せず，土地といえばせいぜい家屋の敷地位である。
また，小作も出来ず，年エとして傭われている者で，単身者が多かった。農民
の応答では雇農の中には貧しくて泥棒をする者もいた。土地改革では 1人当た
り1.64畝まで土地が分配され，単身者であれば 2人分の土地を， 2人であれば
3人分の土地が分配されたのは貧農と同じである。
⑥小土地出租者は農機具・役畜を所有し， 1人当たり所有地が大体2.56畝を
超え，その一部を小作に出したり，雇用労働力を使用して農業経営をしている
者との応答があったが，第 9表に見られるように本村の階級規定では小土地出
租者は存在せず，半地主が存在している。また，奉賢県全体での小土地出租者
34)なぜ， 2人であれば3人分の土地を分配したのかは不明である。例えば，夫婦2人で
あるとすれば，将来生まれる子供の分であろうか。
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の割合は第10表にあるように0.66飴と非常に少ない。しかし，小土地出租者の
規定を具体的な例を出して聞いてみたが不明確であった。例えば，夫に先立た
れ，子供が小さく，土地は少ないが家族労働力がないので所有地全てを小作に
出している者は，小土地出租者ではないかの問いに対して，地主という応答が
返ってきた35)。また，土地分配は農会に参加した者だけを対象とし，工会に参
加した者には土地分配はなかった。
以上のような階級規定に基づいて，蒋家村と唐家村・爾家村の 3カ村の階級
構成を見たのが第 8表である。第 8表より各村の階級構成を整理すると，
蒋家村 戸数67戸，地主10戸 (14.9形），半地主1戸 (1.5lる），富農3戸 (4.596) 
中農15戸 (22.4形），貧農29戸 (43.3彩），雇農9戸 (13.4形）。
唐家村 戸数112戸，富農6戸 (5.4形），中農30戸 (26.8形），貧農61戸 (54.5形），
雇農15戸 (13.4形）。
蒲家村 戸数79戸，地主4戸 (5.19;る），半地主1戸 (1.3形），富農4戸 (5.1形），
中農29戸 (36.7形），貧農38戸 (46.8形），雇農3戸 (3.8形）。
となり，蒋家村には地主が14.9%とかなり多く，唐家村には地主・半地主はい
ない。また，各村とも中農の割合は高く，蒋家村では22.4%, 唐家村26.8彩，
爾家村36.7%を占めている。一方，土地改革において最も利益を受ける貧農．
雇農の割合はそれぞれ56.796, 67. 9飴， 50.6%と過半数を占めており，土地改
革の経済的意義は大きい。
次に，本村での土地改革連動を見ると，まず地主に対して説得工作を行い，
土地や財産を提出させた。出さない地主に対しては地主批判闘争大会を開き，
そこへ地主を連れて来て，高利貸業や行った悪事について追及した。そして，
全部の土地や財産を出すまで批判闘争を開いた。開明地主と規定された農家番
号52は，土地改革前の1950年 8月に郷政府に対して財産を差し出した。かれは
財産を隠したりすれば批判される恐れがあり，土地経営以外に養蜂経営をして
35)小土地所有者や地主の規定は単に搾取率だけでなく，その時の政治的態度に関係して
いる。例えば，家族の者が人民解放軍に入っておれば，地主の規定からはずされたり
した。
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いたが，これは土地改革の対象外で没収されないと聞いたので，財産を提出し
た。このようなことをしたのは桃園郷では彼一人であり，彼は国民党時代に北
港郷長を 1年間したことがあるが，これにより批判はされなかったと言う。他
の地主は共産党政権は長くはないと考えて土地契約書を隠したが，最終的には
地主の土地は全て没収された。本村の地主は批判されはしたが，直接的な暴力
を振るわれた者はいなかった。全県では批判闘争にかけられた地主は994人で，
そのうち法により死刑に処せられた者は30人， 有期徒刑に処せられた者は129
人であった36)。
2. 土地改革の成果
奉賢県の土地改革の成果は，没収・徴収した土地が29万6,494畝，没収した
地主家屋が 1万1,580間，食糧919.15トン，牲畜629頭，農具 11万4,792件，そ
の他の財産を稲穀に換算して2,059.05トンあった。これらのうち土地19万9,769
畝 (67.33%), 家屋6,331間 (54.67%),食糧800.1トン (87.05%), 牲畜697頭
(96.5%), 膜具 9万8,311件(85.6%), その他の財産1,605.6トン(77.98形）を貧農
．瓶農に分配した37)。土地については第10表に見られるように，土地改革前に
6.06クるを占めていた地主・半地主・富農が49.06 5lるの土地を所有しており，
82.58%を占めていた中農・貧農．雇農が44.52%の土地を所有していた38)。こ
れに対して土地改革により，地主・半地主・富農の土地は8.895! るに減少し，中
農・農貧．雇農の土地は87.69彩に増大した。その結果， 1人当たり平均所有地
の最大格差は地主の33.09畝に対して雇農の0.25畝であったのが， 富農の 3.84
畝に対して地主の1.99畝と縮小した。
同様に，蒋家村・暦家村・癬家村の 3カ村で実施された土地改革を第 8表の
36) 37)前掲「奉賢県志Jp. 316。
38)土地改革時，青村地区では農業2,891戸，農業人口 1万2,487人で，土地が3万5,646畝
あった。そのうち地主• 宮股は226戸 (7.8%)で3万167畝 (84.6%) を所有し，一
方中農・下層中農．我農は2,665戸 (92.2%)で5,480畝 (15.4%)を所有していた。
しかし，・土地改革の成果については触れていない。前掲「青村志」 p.99。
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各村レベルで見ると，蒋家村では20.95lかを占める地主・半地主・富農は90.7彩
の土地を所有していたが，土地改革の結果， 22.3%となった。一方， 79.1形の
中農・貧農・雇農が9.2 9,るの土地を所有していたのが， 77.6形の所有となっ
た。唐家村では5.4%を占める富農が28.3形の土地を所有しており， 94.7彩
を占める中農・貧殷・雇農が71.7形の土地を所有していたのに対して， 土地
改革によりそれぞれの土地所有比率は8.3%対91.7 9,るとなった。同様に， 蕨
家村では 11.5 9,るの地主・半地主・富農が56.19, るの土地を所有しており， 88.6
形の中農・貧農．雇農が43.89,るの土地を所有していたことに対して，土地改革
によりそれぞれの土地所有比率は11.2%対88.8形となった。また，第 8表と第
10表とを比較すると，解放前において本村の地主・富農の方が県全体の地主・
富農よりもその戸数の割合が低く，所有する土地の割合は高いが，土地改革の
結果ほぼ均等に土地が分配されており，本村と県全体との間に格差はなくなっ
ている。
土地改革は行政村内の土地と人口をベースにして実施されており，地主が他
地域の行政村内に所有する土地はその行政村の土地改革の対象地となった。そ
れゆえ，第 8表に見られるように，土地改革により蒋家村内の農民が所有する
土地は1,986.99畝と大幅に減少し，逆に唐家村は453.72畝増加した。蒲家村の
土地は9.26畝の減少であるので，総計してみると現・暦家村の土地は1,541.20
畝減少したことになる。最大の減少は顧家塘の1,711.32畝であり，顧家塘の地
主の土地所有の大きさが窺える。ということは顧家塘の地主は現・唐家村以外
に相当の土地を所有していたということになる39)。
次に，各行政村別に土地改革後の階級別 1戸当たり土地所有面積を見ると，
蒋家村 地主7.81畝，半地主18.09畝，富農21.74畝，中農15.30畝，貧農9.80畝，
雇農5.30畝。平均10.79畝。
39)第6表の土地改革前の土地面稜は村に居住する農民が所有していた土地のみが記載さ
れており，そこには不在地主の土地は含まれてはいない。しかし，土地改革後の数値
は分配された土地であるので，そこには不在地主から没収した土地も含まれている。
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唐家村 富農18.7畝，中農15.58畝，貧農11.03畝，雇農6.46畝，平均12.05畝。
蒲家村 地主8.26畝，半地主15.98畝，富農9.75畝，中農12.68畝，貧農8.52畝，雇
農3.23畝，平均9.99畝。
となり，家族数が異なることもあろうが， 土地改革後も階級間にまだ幾分差
がある。すなわち， 「中華人民共和国土地改革法」に基づく土地改革は地主的
土地所有制を解体して農民的土地所有制を生み出すことを基本理念としてお
り，本村においても半地主や富農は地主のように完全に打倒されていないよう
である40)。 しかし， 3カ村間の同じ階級間どうしの比較では幾分格差はある
が， 平均を見ると唐家村が最大の12.05畝， 爾家村が最小の9.99畝とその格差
は小さく，土地改革前の各村の平均40.42畝， 8.00畝， 10.10畝に比較すると大
幅に土地所有が均等化され，村落間においてはほぼ平等に土地が分配されたと
言える。
次に，土地分配だけでなく牛•水車等の分配について，第 7 表より具体的に
考察してみよう。 まず農家番号52の地主は 7人家族で， 労働力が3人いた。
所有地は102畝（第6表では109.23畝）あり， そのうち 14畝は短エ20~30工を雇
って自作し， 88畝を小作に出していた。土地改革の結果， 自作地の 14.06畝
の所有が認められ， 他は没収された。 しかし， 水車等はそのまま 2台認めら
れた41)。
楊家塘に住む富農の農家番号82は5人家族で， 66.18畝の土地と牛 1頭，風
車 1台，牛車 1台を所有し，長エ 1人を麗って農業経営をしていた。土地改革
は30.69畝の土地や車基2台を認め， 35.49畝を没収した。この場合， 30.69畝
40) 「中華人民共和国土地改革法」によれば， その第 1条に， 「地主階級の封建的搾取の
土地所有制を廃止して，農民的土地所有制を実行し，それによって農村の生産力を解
放し，農業生産を発展させ，新中国の工業化のために道を開く」とし，土地改革の背
景には農業生産力を増大させて，工業化建設を行うことがあった。『人民手冊 1951」
1951年， p.辰26。
41)梢案資料には「車基」 とあり，これは水車の設置場所を意味しており，風車，牛車，
水車の区別は不明であり，この中に牛が含まれているのかどうかも不明である。
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の土地所有は 1人当たり2.56畝を超えているが，家族労働力で自耕していたの
でその所有が認められたのであろう。唐家塘に住む富農の農家番号 115は4人
家族で13畝の土地を所有し，その他に海塘地8畝を所有し，これは小作に出し
ていた。土地改革では1.11畝の土地所有と車基2台の所有が認められた。 li5
の家も 1人当たり2.56畝を超えているので， 11.11畝は自耕していたのであろ
?． ?
徐家塘の中農・農家番号139は3人家族，家族労働力が2人であり， 土地は
13.54畝所有していた。その他に3.6畝の小作地を借り入れて耕作していたが，
土地改革では所有地13.52畝がそのまま認められた。 1人当たり平均所有地は
4.51畝と2.56畝を超えているが，全て自作しているので所有出来た。中農の土
地は不動であるという原則はここでは守られている。本人の応答では牛・風車
・牛車各 1もそのまま所有が認められたとのことであるが，第 6表では車基が
1つである。顧家塘の中農・農家番号22は7人家族で， 15畝（第6表では12.25畝）
を所有し，そのうち10畝を自作し， 5畝を小作に出していた。土地改革では15
畝（第6表では18.15畝であり，これは2.56畝X7人で算出されたものと思える）がそのま
ま認められたという。牛 1頭，風車0.5台， 牛車 1台もそのまま所有が認めら
れている。
徐家塘の貧農・農家番号166は5人家族で労働力も 5人であった。土地は5.4
畝を所有し， 10畝を北港村の地主・顧敬達 (200畝所有）より小作していた。小
作料は 7石5斗とかなり多い。土地改革により 17.71畝の所有となり，元の所
有地以外に12.31畝が分配されている。 5人家族であれば2.56畝X5=12.8畝と
なるはずであるが， 恐らく小作地10畝の所有をそのまま認められたのであろ
う。また， 166は土地改革時に桃園郷長をしており， 何らかの有利な条件があ
ったのかもしれない。牛・風車・ 牛車もそのまま所有が認められた。
以上の内容から判断すると，農業を営んでいる限りにおいては地主といえど
も役畜や灌漑機具は没収されていない。これは土地改革が農業生産力の解放を
42)注40)を参照。
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中国農村の伝統と変革（上）（石田・万） 637 
めざしたことに他ならない42)。ただ，第8表を見ると，車基は蒋家村に62台，
唐家村に 157台，爾家村に74台と多く，各村の 1戸当たりの台数にすると，そ
れぞれ0.93台， 1.40台， 0.94台となり， 1戸に約 1台の割合で所有しているこ
とになる。土地改革前の蒋家村の牛車・風車・水車の合計は44台であり，一体
どのようにして増加したのかこの点は不明である。 （続く）
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